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町
内
に
は
、
五
つ
の
小
学
校
と
、
三
つ
の
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
山
東

部
の
高
森
東
小
、
高
森
東
中
、
草
部
南
部
小
、
草
部
中
の
四
校
が
年
に

一
度
、
合
同

で
の
平
和
学
習
会
と
給
食
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
七
月
九
日
、
高
森
東
中

学
校
体
育
館
で
平
和
学
習
会
を
行
い
、
併
せ
て
大
給
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
小
さ

な
学
校
な
ら
で
は
の
楽
し
い
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
体
験
し
て
い
る
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
混
じ
っ
て
新

一
年
生
も
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
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支部長に甲斐裁氏 (永野原)事務局長に堤国雄氏 (永野原)
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■ 国螢■

■ 嘔 厚生省指定の難病 (特定疾病)は、40種類ありますが、

その一つに筋萎縮性側索硬化症 (ALS)があります。この

病気は脊髄内の運動神経が侵され運動能力を消失する

難病です。原因や、治療法は見つかつていません。発病 し

て数年で全身マヒ状態になりますが、人工呼吸器を装着

すれば延命できます。

このALSに かかつた患者は、全国に4千数百人、県内
には70名程います。本町の甲斐裁さん (永野原)もその

一人です。甲斐さんが中心となつて患者、家族、地域のボ

ランティア等で構成する「日本ALS協会県支部」の発足

式が、7月 17日 、熊本市内のホテルでありました。本人

の苦しみはもとより家族の苦しみを少しでも和らげ、患

者や家族に明るい希望を与えようとする会です。

支部長には甲斐さんが、また事務局長には堤国雄さん (永

野原)が一般ボランティアとして就かれました。
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いよいよ夏本番。この時期は高森すいかの出荷の

最盛期。 現在、8戸の農家の方が生産されています。
高森すいかは、糖度が高く市場での取引もピカイチ。
今年も7月 30日から共同出荷が始まりました。9月
上旬まで続くようですが、残念ながら北九州市場で
の取引で地元の食卓にはほとんど上がらないよう
です。
それにしても、おいしそう!

看 L

■ 曰 目‐■麟
「

: ■ 腱

09′

＝

＝

ゝ
ヽ

CSヽ ' ◎H!′′

目

鶴
８

町
民
憲
章

1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。 ロ
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二
こ

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。地
元
民
生
児
童

委
員
の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
八
月
二
十

一
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
八
月
二
十
六
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森
・色
見
地
区

■
と
　
き
　
九
月
八
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

商
工
青
年
部
等
が

一
生
懸
命
に
作
っ
た
竹
の

イ
ス
や
台
等
で
夜
市
気
分
を

一
層
盛
り
上
げ
、

大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

■
工
事
名
　
大
戸
の
回

・
本
河
原

線
道
路
改
良
舗
装
工
事

□
工
期
　
平
成
十
年
七
月
十
七
日

か
ら
平
成
十

一
年
二
月
二
十
三
日

ま
で
　
□
金
額

　
一
億
四
千
五
百

九
十
五
万
円
　
□
請
負
者
　
（株
）

草
村
企
業

■
工
事
名
　
社
倉

・
蔵
地
線

一
工

区
道
路
改
良
舗
装
工
事

□
工
期
　
平
成
十
年
七
月
十
七
日

か
ら
平
成
十

一
年
二
月
十
五
日
ま

で
　
□
金
額
　
五
千
九
百
三
十
五

万
六
千
五
百
円
　
□
請
負
者

（株
）
藤
本
組

■
工
事
名
　
社
倉

・
蔵
地
線
二
工

区
道
路
改
良
舗
装
工
事

□
工
期
　
平
成
十
年
七
月
二
十

一

日
か
ら
平
成
十

一
年
二
月
十
五
日

ま
で
　
□
金
額
　
三
千
八
百
八
十

五
万
円
　
□
請
負
者
　
（資
）
石
原

建
設

□
ま
た
、
本
町
で
は
湧
水
ト
ン
ネ

ル
に
限
ら
ず
、
各
種
施
設
に
ち
り

か
ご
を
設
置
し
な
い
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
経
費
を
削
減

し
て
町
の
予
算
を
大
切
に
使
う
た

め
で
す
の
で
、、
ゴ
ミ
や
ち
り
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●●

●●

登
記

・
人
権
相
談
　
　
　
心
配
ご
と
相
談
　
　
　
入
札
結
果
（五
百
万
円
以
上
）

土
地
・建
物
や
商
業
・法
人
の
登
記

で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
登

記
。人
権
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。相
談
無
料

で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
八
月
十
九
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇

支
局
員
・地
元
人
権
擁
護
委
員

年
　
金
　
相
　
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
八
月
二
十
八
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

８
月
９
日
　
疎
　
医
　
院
　
　
部
９

Ｔｅ‐②
‐０
３
０
９
　
隣
０９

８
月
‐６
日
　
立
野
病
院
　
　
酬
・。

Ｔｅｌ③
‐０
１
１
１
　
翻
３４

８

月

２３

日
　

坤

村

医

院

　

　

鰈

舒

Ｔｅ‐⑦
‐２
３
３
３
　
醐
０９

８
月
３０
日
　
寺

崎

医

院
　
　
隠
話

Ｔｅｌ
②

‐
０
３
７
８
　
すｏ
。電

９
月
６
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

嵯
訃

，
　
ＴｅＣ
‐３
３
５
１
　
訂
区

９
月
１３
日
　
渡

辺

内

科

　

　

棚
勒

Ｔｅ‐
⑦

‐
１
７
７
７
　

は
一

９
月
１５
日
　
後

藤

医

院

　

　

蒙
麒

１

＞

　

　

　

　

　

　

り

一

Ｒ
？
）‐
０
０
１
９
　
よ
サ

９
月
２０
日
　
立

野

病

院

　

　

綸
鷹

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１
　
＊
テ

編
集
後
記

来
年
開
催
の
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
で
あ
る
、
「全
日
本
都
市
対
抗
テ

ニ
ス
大
会
」
も
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
に
向
け
て
努
力
し
た
甲
斐
が
あ

り
、
案
外
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
細
か
い
部
分
に
少

し
の
改
善
を
お
こ
な
え
ば
来
年
の
国

体
も
成
功
す
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
の
考
え
と
は
裏
腹
に

「こ
こ
が
悪
い
。」
「こ
こ
は
こ
う
す
べ

き
だ
っ
た
。」
「こ
こ
に
配
置
職
員
は

少
な
く
て
い
い
。」
等
、
取
っ
組
み
合

い
の
喧
嘩
が
起
こ
る
の
で
は
と
思
う

ぐ
ら
い
の
議
論
が
、
内
輪
の
反
省
会

の
な
か
で
起
き
た
の
で
す
。

私
自
身
、
議
論
に
参
加
で
き
る
ぐ

ら
い
ほ
ん
と
う
に
一
生
懸
命
に
や
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
何
事
も
精

一
杯
の
頑
張
り

が
あ
れ
ば
結
果
は
と
も
か
く
満
足
感

は
味
わ
え
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

今
日
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
行
事

は
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
お

か
げ
で
運
営
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
暑
さ
や
雨
の
中
、
最
後
ま
で

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝

を
申
し
上
げ
、
来
年
の
国
体
が
な
お

一
層
盛
り
上
が
り
成
功
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
田
浩

八
月
十
四
日

（金
）
。
十
五
日

（土
）
の
収
集
は
お
休
み
で
す
。
持
ち
込
み
は
平
常
ど
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。

七
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ
た

っ
て

「高
森
湧
水
ト
ン
ネ

ル
七
夕
ま
つ
り
」
が
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た

見
学
者
は
、
何
と
四
日
間
で
お
よ
そ
八
千
人
。

こ
れ
は
七
夕
に
あ
わ
せ
高
森
ト
ン
ネ
ル
を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
行
わ

れ
て
お
り
今
回
で
三
回
目
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
き
れ
い
で
冷
涼
な
高
森
の

水
資
源
や
自
然
の
大
切
さ
を
見
直
し
、
高
森
の
自
然
に
誇
り
を
も
つ
て
も

ら
い
、
ま
た
町
外
の
方
々
に
も

「自
川
源
流
地
た
か
も
り
」
の
豊
か
な
水

資
源
を
Ｐ
Ｒ
し
、
自
然
を
守
る
必
要
性
を
広
く
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
内
部
に
は
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
七
夕
飾
り
が
七
十

九
基
も
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

一
つ
ひ
と
つ
念
入
り
に
眺
め
な
が
ら
、

日
頃
見
慣
れ
な
い
ト
ン
ネ
ル
内
部
や
湧
水
館
で
の
七
夕
習
字
展
の
鑑
賞
、

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
や
奥
阿
蘇
物
産
館
か
ら
の
出
店
も
あ
り
、
夜
市
気

分
で
の
ん
び
り
と
涼
し
さ
を
満
喫
し
な
が
ら
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。

□
皆
様
方
の
ご
要
望
に
お
こ
た
え

し
て
、
湧
水
ト
ン
ネ
ル
の
七
夕
飾

り
は
、
九
月
二
十
日
ま
で
展
示
致

し
ま
す
。
展
示
期
間
中
の
ト
ン
ネ

ル
内
の
点
灯
は
九
時
か
ら
二
十
時

ま
で
で
す
。

□
な
お
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
だ
け

で
は
危
険
な
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
入
ら

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

今
回
の
七
夕
ま
つ
り
に
、
た
く
さ

ん
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
方
の
ふ
れ
あ
い
と
出
会

い
の
場
、
そ
し
て
憩
い
の
場
と
な
る

よ
う
、
来
年
度
も
益
々
発
展
さ
せ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

七
夕

飾

り
を
出

展

い
た

だ

い
た

方

々

（順
不
同
）

高
森
保
育
園
、
高
森
幼
稚
園
、
色

見
保
育
園
、
車
部
保
育
園
、
車
部

北
部
保
育
園
、
野
尻
保
育
園
、
河

原
保
育
園
、
高
森
小
学
校
、
色
見

小
学
校
、
上
色
見
小
学
校
、
草
部

南
部
小
学
校
、
高
森
東
小
学
校
、

高
森
中
学
校

（２
基
）
、
草
部
中
学

校
、
高
森
東
中
学
校
、
梅
香
苑
、
高

森
寮
、
熊
本
県
信
用
組
合
高
森
支

店
、
肥
後
銀
行
高
森
支
店
、
ひ
ゆ

が
や

（２
基
）
、
高
森
町
観
光
協

会
、
高
森
警
察
署
、
岩
下
り
ん
ど

う
園
、
藤
本
組
、
た
か
も
り
花
高

原
、
テ
ク
ノ
カ
ヮ
バ
タ
、
青
山
製

作
所
、
は
な
し
の
ぶ
高
原

ペ
ン

シ
ヨ
ン
村
、
嶋
田
電
工
社
、
高
森

郵
便
局
、
平
田
医
院
、
石
原
建
設
、

阿
蘇
南
農
協
高
森
中
央
支
所
、
山

村
酒
造
、
豊
前
屋
本
店
、
高
森
町

森
林
組
合
、
森
の
風
事
業
組
合
、

体
暇
村
南
阿
蘇
、
高
森
町
建
設
業

組
合

（２
基
）
、
高
森
町
建
築
業
組

「
劉

ゎ〃
鴇

赤 ち ゃ ん
たんじょう
森本 美寧ちゃん
(水上) 5.26生
甲斐咲耶香ちゃん
(下町)5.29生

人口の動き

1998.6月

所

村

鳥

村

野

町
山

住

大

山

今

冬

下

村

本

晰

ツ
　
香

谷
千
熊
飯
梅

年齢

ノ″

ヽ

6.19

楢木野 真也
(坂 井 )祐 子

′‐‐

lL
高

八
　
一局
熊

鏡 町 6.5

一
子

春

子

敬

浩

靖
満

横 町
市

受付分 敬称略

ジ子
純男

苑

おくや
もうし

|み

あげます

子 足立壮馬 2
父 岩下春雄 74
母 兒玉トミエ 92
夫 熊谷重義 67
母 飯十キサ 95
江藤マチミ87

続柄 死 亡 者御 遺 族
足立 行隆
岩下  清
兄玉 久人

女簿
ヵ 冬^母

/後 藤 康 之
(ヽ西元)亮子

(6月 末日現在 )

世帯数 2,596( 3)
男  3,829(-3)
女   4,150 (  2)
総  数  7,979(-1)

(敬称1略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 足立行隆 岩下 清
久人 熊谷ツジ子 飯千純男

■広報送料寄付

あ

洲夫

昭光 岡県三瀦郡 )

岡県遠賀郡 )

」ヒ九 市州 区 )八幡西田上

渡辺 福

福武村 史

休
日
在
宅
医

(2)今度の温泉館休館日 8月 19日 9月 16日 唇層薫男辟 滉臨乱
°

",テ

毅
祭
甲
の場

(19)

■
′
■

見
学
者
　
な
ん
と
八

涼
し
さ
満
喫
し
て

ゴ
　

ミヽ
　
収
　
集

『
　

　

　

誅

〓
〓
〓
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■
■
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■
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〓
嘱

お知らせのへ
°ロシ
゛

善意の灯

麒
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高森町職員採躍試験のお知らせ
試験を下記により実施致します。採用試験要項、試験申込書は役場総

い内容については、おたずねください。有 効
果

066票

＋可
■

■

自員
７
′
テ′１７

′

七
夕
飾
リ
コ
ン
テ
ス
ト

「金
魚
」
特
選

七
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
の
七

祭
り
ご
来
場
の
方
々
に
投
票
し

も
ら
い
七
夕
飾
リ
コ
ン
テ
ス
ト

昨
年
に
引
き
続
き
行
い
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
素
晴
ら
く
、
優
劣
つ

が
た
い
と
の
声
も
多
数
あ
り
ま

た
が
、
今
年
度
は
観
光
協
会
作
成

「金
魚
」
が
、
一
千
票
近
い
得
票

集
め
、
見
事
特
選
と
な
り
ま
し

観
光
協
会
職
員
ら
が
七
夕
祭
り

開
催
の
前
夜
遅
く
ま
で
か
か
っ
て

完
成
し
た
と
の
こ
と
で
た
い
へ
ん

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

選

席

席

　

席

特
選
の
高
森
町
観
光
協
会
「金
魚
」
（上
）、と
ユ
ニ
ー
ク
な
形
で
一
席
に
入
賞
し
た
高

森
幼
稚
園
の
「ロ
ケ
ツ
ト
」
（下
）、こ
の
ほ
か
に
も
上
色
見
小
学
校
の
「ド
ラ
エ
モ
ン
」や

警
察
署
の
マ
ス
コ
ツ
ト
「ゆ
つ
ぴ
―
」等
の
作
品
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

合
、
九
電
工
南
阿
蘇
営
業
所
、
早

川
製
作
所
、
伊
澤
製
作
所
、
高
森

高
等
学
校

（２
基
）
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
観
光

高
森
タ
ク
シ
ー
、

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
阿
蘇

高
森
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
高
森
タ
イ

ヤ
興
業
所
、
九
州
電
力
高
森
営
業

所

‐
、
高
森
町
水
道
事
業
組
合
、
山

見
茶
屋
、
馬
場
竹
材
、
豊
後
屋
商

店
、
高
森
ス

‐
卜
＝
ク
、
三
森
建
設
、

馬
原
医
院
、
高
森
田
楽
村
、
阿
蘇

法
人
高
森
支
部

（商
工
会
）
、
榎

屋
、
事
村
企
業
、
奥
阿
蘇
物
産
館
、

南
阿
蘇
畜
産
協
同
組
合
い
高
森

モ
ー
タ
ー
ス
、
高
森
小
共
同
調
理

場
、
高
森
東
中
共
同
調
理
場
、

そ
の
他
、
役
場
内
の
各
課

・
所

・

局

・
室

（１０
基
）
あ
わ
せ
て
総
計

７９
基
の
出
展
で
し

高森町観光協会

高森幼稚園

山見茶屋

上色見小学校

高森保育園

高森小学校

たかもり花高原

馬場竹材

■採用予定人数 2名程度
勤務し、‐般事務に従事

■受験資格

1.昭不1144年

長部局に

１

２

　

　

３

今村町長から特選の賞状を受ける甲斐秀―観光協会企画委員長 (左 )
4月 2日 か

2.次 のひ 該当する

ら昭和 56年 4月 1日 までに生 まれた者。

者は受験できません。
た を の し け  を て 夕

とつに

籍を有日本国 しない者。 イ、禁治産者及び準禁治産者。 ウ、禁こ以上の刑に処せ られ、ア、

を終

執行

の処

●  ●

わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者。 工、高森町職員として懲戒免職
分を受け、当該処分の日から2年を経過しない者。 オ、日本国憲法の施行の日以後において、日本
国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又は |

人 事 異 動

7月 1日付けで町職員の人事異
動を行いました。

■税務課 ▼町民税係  自石一弘
(総務課管財係)

時間 10時から15時まで

●  ●

た

ｃ

① 店内販売

② 営業員・
,000円

000円

名・1③ 調理師、調理補助
④ レストランホ‐ル 750/時間

販売

ン製造 ・ 1

・ 1タクシー乗務員

造園技術者及び作業員 000～20～

歯科衛生

レストラン② ～ 35

～ 55

20,000

17,000名

に※掲載 りま求人はあ

合ヽせは早めに

阿蘇公共職業安定所

女不問

名・2 50 歳 02 00 0 1 70,

522 名 23070,00036歳

45歳8 000 200 00035,

2 名 8 30 6歳1 円

☆男子

502名 Fl① 製造、 70, 000歳

歳名 45 000 2 0 円0020 70,54,②

名 3 602 歳 円3③ 00090, 50,000

2 1 .000 円40④ 歳 2 80,5,名

.1
調理 師 021名 28 歳 000 000 円50⑤ 80,

☆女子

1 20 25 歳 40 円士 ,000①

ル 0 名 20ホー 000 208歳 000 円138

7名3 歳 20 00050 円,000③ 看護助手

8 55 歳1名3イヤキ 0ア 000 1Tl④ ～ 20

レーターカクグ小 1 8 45 歳5 200 000⑤ 円

のほか内容はほ ですんの一部 も す

しお問

0967 22‐0040)( 紹介係ヘ

(3)

7月 14日 に商工会で行われた全体会

役場の支払日 8ノ25(大 ) 9ノ7(月)9ノ16(水 ) (18)

七夕飾 リコンテス ト

お知らせのへ
°ロシ
゛

求人案内 (南阿蘇地区)(平成10年 7月 15日現在)

・
=・

Ⅲ

J

ふるさと情報発信

高森町 PRビデオ制作
町商工会が中心となり、県や町等の助成

を受けながら、町のPRビデオを作成して
います。

これまでの打ち合わせで絞り込んだテー

マやターゲツト、素材などを核に、「南阿蘇

の高森」、「食文化と温泉の高森」、「自然と人

情の高森」、「高森の歩き方」の4部構成で約

20分のビデオになるようです。
7月 14日 には、商工会で駐在嘱託員の地

区代表の四名や婦人会の方等を交えての会

議 も行われ、各地区の PR箇所等の確認 も

行われました。 これまでに、はなしのぶコ
ンサートゃ七夕飾り等の撮影も終了しく今

後は風鎮祭や夏祭り、食べ歩きなどの皆さ

まの近くでの撮影となりますのでご協力を

お願いします。

■ Ｉ

響ヽ
■

―

●

ヽ

け

職
　
［員
　
募
　
集

高
森
町
森
林
組
合
で
は
、職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
女
性
　
若
十
名
　
　
　
　
■
職
種
　
一
般
事
務

■
募
集
期
間
　
平
成
十
年
八
月
二
十
日
ま
で
（本
）

■
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
提
出
の
こ
と

■
受
験
資
格
　
①
十
八
歳
以
上
三
十
歳
未
満

②
）高
森
町
に
住
所
の
あ
る
方
、
又
は
有
す
る
見
込
み
の
方

③
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

詳
細
に
つ
い
て
は
、高
森
町
森
林
組
合
　
■
２
１
０
７
６
９
ま
で

●



草
部
南
部
小
学
校
で

交
通
教
室

老
人
ク
ラ
ブ
交
通
指
導
員

交
通
安
全
教
室

七
月
二
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
老
人
ク
ラ
ブ
交

通
指
導
員
の
交
通
安
全
教
室
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
む
中
、
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
も
多
く

な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
何
と
か
少
し
で
も

交
通
事
故
を
少
な
く
し
よ
う
と
県
の
協
力
を
得
て
、
シ

ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ
イ
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
交
通
指
導
員
を
対
象
に
高

森
警
察
署
交
通
係
の
右
藤
主
任
を
講
師
に
ビ
デ
オ
と
講

話
に
よ
る
勉
強
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
、
老

人
ク
ラ
ブ
指
導
員
は
、
若
者
と
お
年
寄
り
の
違
い
を
自

覚
し
な
が
ら
熱
心
に
ビ
デ
オ
や
講
話
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
今
後
、
指
導
員
を
中
心
に
各
老
人
会
で
の
交

通
教
室
が
展
開
さ
れ
、
交
通
安
全
に
一
役
買
わ
れ
ま
す
。

五
月
二
十
八
日
の
午
後
、
草
部
南
部
小
学
校
で
児

童
四
十
名
の
交
通
教
室
が
野
尻
駐
在
所
の
横
田
巡
査

部
長
を
講
師
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
場
に
、
交
差
点
が
で
き
、
自
転
車
三
台
を
自

動
車
や
バ
イ
ク
に
見
立
て
て
「安
全
な
歩
行
の
仕
方
、

横
断
の
仕
方
」
を
中
心
に
学
習
し
て
、
実
際
に
歩
い

た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
の
注
意
を
聞
い
た
り
、

自
転
車
の
運
転
技
術
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ブ
レ
ー
キ
テ

ス
ト
、
点
検
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

寧
静
ル
ー
プ
橋
も
完
成
し
、
交
通
量
も
多
く
な

っ

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
交
通
教
育
で
交
通
事
故
の

な
い
楽
し
い
地
域
に
し
た
い
も
の
で
す
。

地
域
食
生
活
実
態
調
査
　
　
　

目́
衛

官

募

集
●  ●

平
成
八
年
に
実
施
さ
れ
た
県
民

栄
養
調
査

に
よ
れ
ば
、

エ
ネ

ル

ギ
ー
や
栄
養
摂
取
量
の
過
不
足
及

び
欠
食
な
ど
、
食
生
活
の
問
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
県
で
は
八
月
二
十

一

日

（金
）
か
ら
八
月
二
十

一
日

（月
）
の
間
に

「地
域
食
生
活
実
態

調
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳

ま
で
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
う
ち
三

十
二
人
を
無
作
為
に
選
ん
で
日
常

の
食
生
活
の
習
慣
な
ど
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
の
配
布
及
び
回
収
は
食

生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
調
査
対
象
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ま

に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
生
活
習

慣
病
予
防
な
ど
今
後
の
健
康
づ
く

り
施
策
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
阿
蘇
保
健
所

保
健
予
防
課
　
健
康
増
進
係

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

２

・
０

５

３

５

来
年
卒
業
す
る
高
校
生
の
み
な

さ
ん
。
陸

・
海

・
空
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
の

様
々
な
分
野
で
専
門
的
な
仕
事
に

頑
張

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
各
コ
ー

ス
の
試
験
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（応
募
資
格
、
十
八
歳
以
上
二

十
七
歳
未
満
の
男
女
）

詳
し
い
事
は
自
衛
隊
阿
蘇
募
集

事
務
所
ま
た
は
役
場
の
自
衛
隊
募

集
担
当
ま
で
ど
う
ぞ
。

ＴＥ

０

９

６

７

・
３

４

・
０

３

４

８

第 3回 カリスペル市
派遣研修生決定

町教育委員会で募集したアメリカ。モンタナ州カリス

ペル市へのホームステイ研修参加者が決まりました。

これは中・高校生 。一般を対象とした海外派遣研修事

業で、応募者の中から厳正なる抽選を行い、次の方たち

の参加が決定しました。

ホームステイ参加者は8月 6日 に出発し、20日 に帰

国。研修の詳しい内容は本誌でも紹介予定です。

●  ●

コース名 男子試験日 女子試験日

二等陸・海・空士 9月 16日 9月 28～ 29日

一般曹候補士 9月 19日 9月 19日

一般曹候補学生 9月 19日 9月 19日

航空学生 (ハ
°
イロットコ…ス) 9月 23日 9月 23日

看護学生 10月 29日

防衛大学校学生 11月 14～ 15日 9月 19～ 20日

防衛医科大学校学生 11月 7～ 8日 11月 1～ 2日

「 コンクール」

熊本県ねたきり老人ゼロ作戦ご存知ですか?

児童扶養手当制度

第 8回南阿蘇中学生海外研修
8月 17日 に出発

(4)(17)

交 通 安 全
′
I｀ raffic Safety

/づみ蒻碁 一、

載

お知らせのへ
°ロシ
゛
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日

y
明|●

ヨ t
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ξ
薔
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‐
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胸鬱

児童扶養手当は、がんばるお母さんのサポーター。
「児童扶養手当」は児竜扶養手当法に基づいて、次のよう

な場合に家庭生活の安定と自立を援助し、児童福祉の増進

を図ることを目的として母子家庭などに支給されます。

①受給対象となる児童の範囲は・…

●父の死亡や父母の離婚で父と生計を同じくしていない

児童。

●未婚の母の児童

●その他いろんな要件により対象となる場合があります。

②手当の額はいくら…

児童 1人のときは月額42,130円、2人目のときは、5,000

円、3人以上のときは 1人当た り3,000円 を加算した額が
支給されます。ただし、所得による制限があります。

次のような場合は手当は支給されません。

●昭和60年8月 1日以降に手当の支給要件に該当してから
5年を経過しても請求しなかった場合。

●児童が父または、母の死亡について支給される公的年金

給付を受けることができる場合及び母または、養育者が、

公的年金給付を受けられる場合。(国民年金法に基づく老

齢福祉年金を除く)。

●その他状況により支給されないことがあります。

～内容が一部変わりました～ 平成10年 8月以降分
これまで、「未婚の母子」の場合子が父に認知されている

場合は受給の対象となりませんでしたが、今後は認知の有

無に関係なく、受給対象となりました。

また、所得制限限度額等も変更されました。

制度についての詳しいお問い合わせは

役場町民福祉課 福祉係 T[L2-1111(内線 132)ま で。

人生80年という長寿の時代を迎え、ねたきりの高齢者等
の増加が予想されます。家庭や社会にとっても介護負担の

増大など大きな問題となっています。この問題は、日頃か

らの予防が大切ですが、ねたきり状態でも適切な訓練や介

護で「起こす」ことができるといわれています。こうした観

点から、広 く県民の意識高揚を図るため、ねたきりに関す

る意見や体験談を募集します。

募集期間 平成 10年 8月 3日 (月 )～ 9月 18日 (金 )
募集作品 次のテーマの一つに沿ってかかれた作品。

題名は自由。

①家庭や地域の中で高齢者との触れ合いを通じて学ん
だことや感 じたこと。

②ねたきり老人等の介護を通しての心温まるエピソード。
③ねたきりの予防や、ねたきりを起こすためのアイデア
や体験談。

④望ましいねたきり対策や高齢者福祉サービスについて。
⑤これからの福祉を担う子どもたちへのメッセージや
創作童話。

応募資格 熊本県在住、在勤、在学の方。(年齢不間)
応募規定 400字詰め原稿用紙3枚 (1200字)程度。

自作木発表作品。応募作品は返却しません。

応募方法 作品に表題、氏名、年齢、職業 (学校名、学年)、
連絡先住所、連絡先電話番号を明記。

応募先  〒862-8570
熊本市水前寺6-8-11

熊本県健康福祉部高齢保健福祉課

ねたきり老人ゼロ作戦作文コンクール募集係

入  賞 最優秀作2編、優秀作各部から若干編
*受賞作品の出版権その他の権利は主催者に帰属します。

詳しくは、熊本県健康福祉部高齢保健福祉課在宅係

近年の世界情勢の日まぐるしく変化するなか、日本

の世界に対する役割は増大しています。そこで中学生

の海外研修を通じて集団生活や異文化、人情等を直接

体験することにより、置界に貢献しうる人材育成を目

的に阿蘇南部六ヵ町村で実施する中学校海外研修の中

学生 29名、リーダー 6名が決定しました。(研修は8

月 17日から21日 までの 4泊 5日 )

研イ1多参加者 (高森関係者分)
リーダニ研修者
飯塚 直樹  (日 本体育大学 1年生)

中学生研修者

岩下一生城

伊東亜由美

進 乃理子
本田 鮎美
本田枝里加

木崎 瞳

高森東中 1年生
高森東中 1年生
高森東中 1年生
高森東中 1年生
高森東申 1年生
高森中 1年生

修 参 加

山田 笑子
後藤 徳里
菅原由佳理

村上 みや
佐藤 裕子

高 森 中 2年 生
高 森 中 1年 生
熊本北高校 2年生

生

生

年

年

校

校

吉同
古同

森

森

吉同
吉同



介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

介
護
支
援
専
門
員
は
、介
護
認
定

の
訪
問
調
査
や
、介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
な
ど
、介
護
保
険
制
度
の

要
と
な
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
に
は
、

実
務
研
修
を
受
話
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
県
で
は
、実
務
研
修
を
受

講
す
る
資
格
を
得
る
た
め
の
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日

十
月
十

一
日
（日
）

午
前
中

■
試
験
会
場
　
熊
本
市
内

（申
込
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
）

■
受
験
対
象
者

保
健
・医
療
・福
祉
の
現
場
で
五
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

（詳
細
は
試
験
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
）

■
試
験
申
込
期
間

八
月
三
日
～
八
月
二
十

一
日

■
試
験
案
内
配
布
場
所

県
庁
高
齢
保
健
福
祉
課
、県
阿
蘇
事

務
所
福
祉
課
、県
阿
蘇
保
健
所

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
高
齢
保
健
福
祉
課
介
護
保

険
準
備
室

砒
０
９
６
・３
８
３
・１
１
１
１

内
線
７
１
０
５
、
７
１
０
６

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
・、老

人
福
祉
計
画
の
見
直
し
の
た
め

の
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す

■
調
査
の
目
的

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
導
入
さ
れ

る
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実
施
や

高
齢
者
の
保
健
福
祉
事
業
の
進
め
方

な
ど
を
決
め
る
た
め
の
計
画
づ
く
り

の
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

■
調
査
の
対
象
者
及
び
方
法

①
）六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

調
査
員
が
お
伺
い
し
て
聞
き

取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

介
護
の
必
要
な
方
の
場
合
に

は
介
護
者
の
方
も
対
象
で
す
。

②
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
若

年
者
の
方
、郵
送
等
に
よ
り
調

査
を
行
い
ま
す
。

■
調
査
の
時
期

八
月
二
十
六
日
～
九
月
四
日

＊
調
査
の
結
果
は
、介
護
保
険
事
業

計
画
等
の
策
定
な
ど
保
健
福
祉
施

策
の
資
料
と
す
る
以
外
の
目
的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
町
民
福
祉
課
福
祉
係

砒
２
・１
１
１
１
（内
線
１
３
１
）

熊
本
県
介
護
休
業

・育
児
休
業

生
活
資
金
貸
付
制
度

ご
存
知
で
す
か
？
熊
本
県
介
護
体

業
・育
児
体
業
生
活
資
金
貸
付
制
度

県
で
は
、介
護
や
育
児
休
業
を
取

得
さ
れ
た
方
が
安
心
し
て
、介
護
や
、

育
児
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、休
業

中
の
生
活
資
金
や
介
護
・育
児
の
た

め
の
資
金
を
無
担
保
・低
利
。長
期
に

わ
た
っ
て
貸
し
付
け
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。取
り
扱
い
金
融
機
関

は
、熊
本
県
労
働
金
庫
で
す
。ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
労
政
課
　
ＴＥＬ
０
９
６
・３
８

３
・１
１
１
１
（内
線
５
２
２
５
）

熊
本
県
労
働
金
庫
　
ＴＥＬ
０
９
６
・３

６

６

・
７

１

１

１

「心
の

‐輸
一を
広
げ
る
体
験
作
文
」
、

「障
害
者
の
日
の
ポ
ス
タ
ー
」募
集

県
と
総
理
府
で
は
、
「出
会
い
、

ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪
」
を
テ
ー
マ

に
、
障
害
の
あ
る
方
と
な
い
方
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
感
じ

ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
綴

っ
た
作
文

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
十
二
月
九
日
は
、
障
害
者
基
本

法
で

「障
害
者
の
日
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
広
く
知

っ
て
も

ら
う
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
も
併
せ
て

募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は

県
庁
障
害
保
健
福
祉
課
ま
で

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

内
線
７
１
４
４
番

「夏
の
青
少
年
育
成
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
実
施
‐‐‐中
七

‐～り‐、
月

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
―

県
民
総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
非
行
間

題
に
取
り
組
も
う
―

明
日
の
熊
本
県
を
担
う
青
少
年
が

健
全
に
育
つ
こ
と
は
県
民
す
べ
て
の

願
い
で
す
。

七
月
と
八
月
の
二
ヶ
月
間
は
、特

に
青
少
年
の
生
活
が
乱
れ
、
非
行
に

陥
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、学
校
、職
場
、

地
域
社
会
、
関
係
機
関
及
び
団
体
の

実
状
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
動
に
あ

な
た
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、県
民

総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

具
体
的
取
り
組
み
等
詳
し
く
は
、

熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
総
室

青
少
年
係
　
ＴＥＬ
０
９
６
・３
８
３
・１

１
１
１
　
（内
線
７
４
０
９
）

産
業
開
発
青
年
隊
員
募
集

平
成
十

一
年
度
隊
員
の
第

一
次

募
集
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る

ま
た
は
、
居
住
し
よ
う
と
す
る
１８

歳
以
上
２５
歳
未
満
の
心
身
共
に
健

全
な
独
身
の
者

■
募
集
人
員
　
３５
名
程
度

（女
子

隊
員
を
含
む
）

盛
大
に
梅
香
苑

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

七
月
四
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
梅
香
苑
で
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ヨ
ン
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

入
苑
者
の
日
頃
の
機
能
訓
練
の

成
果
を
ご
家
族
や
地
域
の
方
々
に

見
て
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
よ

う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
で
十
五
回
目
を
数
え
ま
し
た
。

入
苑
者
や
家
族
、
地
域
の
方
々

が
紅
白
に
分
か
れ
て
、
車
い
す
リ

レ
ー
や
風
船
リ

レ
ー
、
ビ
ー
チ

ホ
ッ
ケ
ー
等
が
行
わ
れ
、
楽
し
く

汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
仮
装
大
会
が
行
わ
れ

梅
香
苑
の
職
員
や
、
家
族
が
テ
レ

ビ
で
お
な
じ
み
の
シ
ノ
ラ
ー
や
謎

の
女
、
特
攻
隊
員
と
捕
虜
等
に
仮

装
し
、
参
加
し
た
み
ん
な
は
、
大

喜
び
で
し
た
。

な
か
な
か
身
体
を
動
か
す
機
会

の
少
な
い
入
苑
者
た
ち
は
年
に

一

度
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を

首
を
長
く
し
て
待

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
終
わ
れ
ば
本
格
的
な

夏
、
暑
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
が

ん
ば

っ
て
、
八
月
に
行
わ
れ
る
夏

祭
り
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

■
募
集
期
間
　
９
月
１
日
か
ら

９
月
２２
日
ま
で

■
試
験
期
日
　
９
月
３０
日

（水
）

■
試
験
会
場
　
熊
本
県
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー

（城
南
町
舞
原
東
一
九
四
）

■
試
験
科
目
　
学
科
試
験

（数

学
、
国
語
、
作
文
）
、
面
接
試
験

■
申
し
込
み
先

・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

下
益
城
郡
城
南
町
大
字
沈
目

１

６
６

７

ＴＥＬ
０

９

６

４

・
２

８

・
６

６

１

１

発
明
工
夫
展
作
品
募
集

県
で
は
、科
学
技
術
の
振
興
及
び

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
発
明
工

夫
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
募
集
部
門
　
小
学
生
の
部
・中
学

生
の
部
上

般
の
部
（高
校
生
・大
学

生
及
び
教
師
を
含
む
）

■
募
集
作
品
　
発
明
工
夫
に
テ
ー

マ
を
置
い
た
も
の
（ア
イ
デ
ア
の
み

の
も
の
は
不
可
）

■
期
日
　
十

一
月
十
三
日
（金
）
か

ら
十

一
月
十
八
日
（水
）ま
で

■
会
場
　
熊
本
市
立
熊
本
博
物
館

熊
本
市
古
京
町
３
１
２

出
品
申
込
み
等
、詳
し
く
は

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
工
業
振

興
課
内
　
発
明
協
会
熊
本
県
支
部

ＴＥＬ
０
９
６
・３
８
３
・１
１
１
１

（内
線
５
１
６
６
）

一〈一〓

上
色
見
小
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
　
　
県
大
会
に
代
表
と
し
て
出
場

七
月
四
日
の
土
曜
日
、
今
年
も
交
通
安
全
ｒ
ど
も
自
転
車
大
会
が
自

水
農
村
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

⌒体
育
館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
び
な
が
ら
、
交
通
安
全

ヘ

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協

会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
高
森
小
Ａ

・
Ｂ
チ
ー
ム
、
Ｌ
色
見
小
Ａ

・
Ｂ

チ
ー
ム
、
自
水
小
Ａ

・
Ｂ

・
の
計
６
チ
ー
ム
が
出
場
。

Ｓ
字
や
８
の
字

コ
ー
ス
、
一
本
橋
走
行
な
ど
の
難
し
い
実
技
競
技
と

学
科
テ
ス
ト
に
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組
み
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
、
楽
し
い
、
夏
休
み
。
夏
休
み
ぐ
ら
い
は
思

い
っ
き
り
外
で
遊
ば
せ
た
い
も
の
で
す
ね
。
ウ
キ
ウ
キ
気
分
の
影
に
は

気
の
ゆ
る
み
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活
と
交
通
安
全
に
気

を
つ
け
て
、
猛
暑
の
夏
を
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

-

=

子
ど
　
　
軍

自斬車事″に注意 r

■
■
■
■
目

●  ●

優
勝
し
た
上
色
見
小
チ
ー
ム
。
阿
蘇
南

部
地
区
交
通
安
全
協
会
代
表
と
し
て
、
七

月
二
十
四
日
熊
本
市
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
た
県
大
会
に
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

大
　

〓^
　
結
　
果

■
団
体
の
部

▽
優
勝
　
上
色
見
小
Ａ

▽
二
位
　
上
色
見
小
Ｂ

▽
三
位
　
高
森
小
Ａ

■
個
人
の
部

▽
優
勝
　
後
藤

▽
二
位
　
後
藤

▽
三
位
　
後
藤

利
弥

（上
色
見
小
）

江
美

（上
色
見
小
）

隆
介

（上
色
見
小
）

●  ●

紅白に分かれてのビーチホッケーユニークな変装で毎年好評の仮装大会

(16)10時から15時まで8/25(大)9ノ7(月 )9ノ16(水)  時間役場の支払日(5)
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○

渡辺

ヾ ー

毎年、6月 の第4日曜日に開催される「はなしのぶコンサー ト」 コ

ンサー トを聴 く側からあなたも演奏に参加する側にまわつてみません

か。 阿蘇の「野の花に捧げる歌調」「野の花にまつわる思い出の歌詞」
など、ふるって応募ください。

☆テ ー マ ○「阿蘇の野の花」にちなんだもの (1番だけでなく2番

または3番まで作ってください。)
☆応募規定 ○未発表または発表予定のないもの。

OA4判サイズの用紙を使用し、住所、氏名、年齢、
職業、電話番号を明記のこと。

○作品は返却しません。佳作以上の作品は、はなしのぶ

コンサート実行委員会に帰属します。

○作品についての簡単なコメントをつけて下さい。

☆締  切 平成 10年 11月 30日
☆発  表 入賞者には 1月 までにお知らせし、平成 11年 6月 27日 の

コンサート会場で発表して表彰します。

☆ 賞   特選 1名  賞状、楯、記念品 副賞 (休暇村1泊 2名様ご招待)
入選 1名  賞状、楯、記念品  佳作 3名 賞状、記念品

☆応募先・お問い合わせ

〒=869-1602

熊本県阿蘇郡高森町大字高森 体暇村南阿蘇内

はなしのぶコンサート実行委員会 「阿蘇の野の花歌詞募集」係
_ ■1 09676-2-2111

高森の皆さんのご応募をお待ちしています

ー
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ロ

行

日
ノ

に
＝
Ｕ

∩
Ｖ

●  ●

●  ●

夏
を
楽
し
く
乗
り
き
ろ
う

夏
、
真

っ
盛
り
の
八
月
に
な
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
ど
う
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
、
大
人

は
、
盆
休
み
や
夏
休
み
と
出
か
け

る
機
会
が
多

い
の
で
は
な

い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
時

「暑
い
！
」

「
の
ど
が
渇
い
た
！
」
は
つ
き
も

の
で
す
。
糖
分
の
取
り
す
ぎ
に
注

意
し
て
お
茶
な
ど
を
水
筒
に
入
れ

て
い
く
と
便
利
で
す
よ
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
強
い
日
差

し
に
当
た
り
過
ぎ
る
と
日
射
病
に

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
顔
面

が
カ
ッ
カ
ッ
し
て
き
て
紅
潮
し
、

頭
が
ボ
ー
ッ
と
な

っ
た
り
、
吐
き

気
を
催
し
た
り
す
る
と
危
険
信
号

で
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
意
識
を
失

い
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
危
険
信
号
が
で
た
ら
ま
ず
日

陰
の
涼
し
い
と
こ
ろ
に
移
動
し
冷

た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
と
に
か
く
身

体
を
冷
や
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

事
、
し
ば
ら
く
す
れ
ば
改
善
し
ま

す
。日
頃
か
ら
、
日
差
し
を
浴
び
る

と
き
必
ず
帽
子
と
薄
手

の
長
袖

シ
ャ
ツ

一
枚
を
身
に
つ
け
て
い
れ

ば
十
分
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
水
に
接
す
る
機
会
も
増

え
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
ご
存

知
で
す
か
？
こ
れ
は
、
最
近
と
て

も
注
目
を
集
め
て
い
る
運
動
で

す
。
と
い
う
の
は
、
浮
力
と
い
う

水
の
力
の
助
け
が
あ
る
の
で
手
足

が
不
自
由
で
も
水
中
な
ら
楽
に
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

水
中
で
は
水
の
抵
抗
で
手
足
を
早

く
動
か
す

こ
と
が
で
き
な

い
た

め
、
激
し
い
運
動
に
は
な
ら
ず
、

心
拍
数
も
そ
れ
ほ
ど
上
が
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
足
腰
に
水
圧
が
か
か
っ

て
血
液
の
循
環
を
助
け
、
心
臓
、

肺
に
と

っ
て
ほ
ど
よ
い
運
動
に
な

る
の
で
す
。
特
に
お
な
か
の
大
き

い
妊
婦
に
と

っ
て
は
運
動
不
足
の

解
消
や
足
腰
の
血
液
循
環
を
改
善

し
整
脈
瘤
の
予
防
、
ス
ト
レ
ス
解

消
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
お
産
が
軽
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
妊
娠
五
ヶ

月
以
上
の
安
定
期
に
あ
る
方
に
勧

め
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
リ
ハ
ビ

リ
運
動

に
も

っ
て
こ
い
の
水
中

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

運
の
い
い
こ
と
に
本
町
に
は
、

高
森
温
泉
館
に
歩
行
浴
が
あ
り
ま

す
。
運
動
の
後
に
ゆ
っ
く
り
と
温

泉
に
つ
か
っ
て
夏
の
疲
れ
を
癒
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

「燃
え
る
書
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

０

１

１‐
リ

Ｒ
＝
ｈ
Ｗ
Ｖ

倫
Ⅶ

思
い
出
話
　
一
部
省
略
せ
に
や
な
ら
ん

言
う
と
れ
ん
　
隣
イ
飛
び
火
し
た
如
る

思
い
出
話
　
ま
ア
だ
目
縫
る
き
の
こ
雲

紫
外
線
　
病
気
次
第
じ
ゃ
よ
か
薬

ベ
タ
ベ
タ
　
お
化
け
大
会
ば
し
か
婦

や
り
憎
く
さ
　
縄
張
り
は
察
に
も
あ
っ
た

ベ
タ
ベ
タ
　
入
歯
は
ガ
ム
に
お
っ
と
ら
れ

思
い
出
話
　
今
打
明
く
る
逃
避
行

言
う
と
れ
ん
　
不
渡
り
出
せ
ば
御
名
御
璽

思
い
出
話
　
今
な
ら
親
に
し
て
や
れ
る

俳

　

　

旬

昼
寝
す
る
片
蔭
遠
く
逃
げ
に
け
り

草
取
り
の
出
来
る
倖
せ
業
な
く

昼
食
も
蚊
と
の
戦
い
山
仕
事

蝸
に
促
さ
れ
す
る
夕
支
度

暑
気
見
舞
阿
蘇
の
そ
よ
風
そ
え
た
く
て

蛍
火
に
思
わ
ず
唄
う
昔
歌

大
橋
を
渡
れ
ば
里
の
風
涼
し

天
の
川
召
さ
れ
し
人
の
星
は
何
処

肥

後

狂

旬

　

水
無
月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

V
^

◆食中毒のビークは夏 !

暖房などのおかげで年間を通して室内が暖かくなったため、食中毒

も一年中起こるようになりました。それでも、菌によって多く多発する

時期があります。例えば、鶏肉を中心に起こるカンピロバクターの食中

毒は6・ 7月が、生の魚から起こる腸炎ビブリオ食中毒は海水温が上が

る8月 がピーク。O-157は 5月 から多くなって7月がピーク。何といっ

ても気温が高く湿気の多い夏が要注意です。

◆時間とともに菌はふえる

新鮮な卵は菌がついていたとしても数はわずか。それが時間ととも

に増えていきます。気温が高いとさらに増えます。

卵は新鮮なうちは生で食べてもいいけれど、日にちがたったら加熱

料理に使うこと。早めに使い切ることも必要です。また、卵は、栄養豊富

なので、割っておくと急速に菌が増えます。割ったら早く使うことが大

切です。給食などの大量調理では割っておく機会が多いため、食中毒が

多く発生し、逆に家庭では以外に少ないのです。

生鮮品である卵を安心して食べられるように、混在している現在の

表示方法を期限表示に統一することも検討されています。

□材料

牛乳2カ ップ、コーンス

ターチ (片栗粉、くず粉)

1/2カ ップ、ねリゴマ大

さじ2、塩小さじ1/2、砂

糖小さじ1/2、ねりわさ

び適 1■菫、しょうゆ適量

1人分の栄養価
エネルキ
・…  150や口すE
カルシウム   132ミ リ47

□作り方

① コーンスターチが玉にならないよう、最初に分量
の牛乳で溶いておく。そこへ、ねリゴマ、塩、砂糖を入

れ弱火にかけ、本べらでゆっくり混ぜる。

② 根気よくかき混ぜていると、だんだんねっとりと
固まってくる。この状態でさらに1～ 2分下からす

くい上げるようにしてよく練り上げる。

③ ②を火からおろし、ラップを敷いた容器や型に流
し入れ、へらなどで表面を平らにならし、固める。

わさびじょうゆで食べる。
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渡
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雲
海

岡
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琴
司

堀
田
　
蘇
仙

林
　
　
不
忘

浦
塚
　
南
天

上
井
加
根
女
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尻
あ
け
び
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会
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阿
南
は
じ
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村
　
鶴
代

甲
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利
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「阿蘇の野の花」歌詞募集

～牛乳豆腐～ (4人分 )

中毒から身を守



眈

み
ん
な
の
む
ろ

ば

熊
本
県
選
手
団
と
し
て
草
部
チ
ー
ム
参
加

・一一一一〓
■
■
・
一一一・一一一難
一一一一一■
●・一一一一一一篠
一一一一一●
・●
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韓
国
（大
韓
民
国
）
で
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
盛
ん
。草
部

ブ
サ
ン

チ
ー
ム
が
県
内
七
チ
ー
ム
と

一
緒
に
韓
国
釜
山
市
で
行

わ
れ
た
、第
六
回
文
化
観
光
部
長
官
旗
、
全
国
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
チ
ー
ム
は
二
十

二
チ
ー
ム
で
総
計
百
九
十
二
チ
ー
ム
で
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
、
草
部
チ
ー
ム
は
残
念
な
が
ら
決
勝

リ
ー
グ
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、翌
日
行
わ
れ

た
親
善
試
合
で
は
、韓
国
チ
ー
ム
か
ら
私
達
の
チ
ー
ム

と
ぜ
ひ
対
戦
し
て
ほ
し
い
と
引

っ
張
り
だ
こ
で
し
た
ｃ

ま
た
、
日
本
選
手
団
に
対
す
る
盛
大
な
歓
迎
夕
食
会

が
釜
山
市
長
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。戦
争
が
残
し
た

傷
跡
は
五
十
年
経
っ
て
も
消
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、新
し
い
友
好
の
芽
も
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
で
健
康
と
美
貌
？

六
月
二
十
六
日
午
後
か
ら
、高
森
高

校
の
三
百
二
十
六
名
の
生
徒
・教
職
員

の
皆
さ
ん
が
バ
イ
パ
ス
周
辺
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
校
が
毎
年
取
り
組
ん
で

い
る
「青
少
年

一
日
一
汗
運
動
」
で
、地

域
社
会
で
の
奉
仕
活
動
を
通
し
て
自

分
の
役
割
と
責
任
を
認
識
し
、誇
り
を

持
っ
て
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
精
神
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
心
を
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら

も
忘
れ
ず
持
ち
続
け
て
欲
し
い
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、す
っ
か
り
き

一
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

霊
獄
卜
〓
鶏
』詢
コ
一，
い一な
簿

熊
ホ
県
警
察

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

高
癬
甕
攣
署
ば
よ
り

一
覚
せ
い
鷺
等
業
物
の

一一乱
偲

監

Ｐ

う

○
覚
せ
い
剤
等
の
恐
ろ
し
さ

最
近
、
全
国
的
に
覚
せ
い
剤
乱

用
が
急
増
し
て
お
り
、
き
わ
め
て

憂
慮
す
べ
き
情
勢
と
な

っ
て
い
ま

す
。覚
せ
い
剤
、
大
麻
等
の
薬
物
は
、

一
度
手
を
出
す
と
、
底
な
し
沼
に

落
ち
て
い
き
ま
す
。
使
用
す
る
と

幻
覚
、
幻
聴
等
の
精
神
障
害
を
き

た
し
、
更
に
は
覚
せ
い
剤
を
買
う

金
欲
し
さ
か
ら
強
盗
を
し
た
り
、

無
差
別
殺
人
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
を

引
き
起
こ
す
非
常
に
危
険
な
も
の

で
す
。

○
暴
力
団
の
甘
い
罠

暴
力
団
は
、
覚
せ
い
剤
の
密
売

を
主
要
な
資
金
源
に
し
て
お
り
、

覚
せ
い
剤
の
密
売
人
は
、
「や
せ

る
」
「シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
効
果
が

あ
る
」
「疲
れ
が
と
れ
る
」
等
と
言

葉
巧
み
に
接
近
し
、
中
毒
さ
せ
て

金
儲
け
を
し
よ
う
と
狙

っ
て
い
ま

す
。
決
し
て
誘
い
に
乗
る
こ
と
な

く
勇
気
を
持
っ
て
断
る
こ
と
で
す
。

○
子
ど
も
が
薬
物

に
対
し
て

「ノ
ー
」
と
言
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
十
箇
条

①
飲
酒
や
薬
物
に
つ
い
て
子
ど
も

と
話
し
合
う

②
子
ど
も
の
話
を
よ
く
聞
く

③
子
ど
も
が
気
分
良
く
話
が
で
き

る
よ
う
に
す
る

④
子
ど
も
が
強
い
道
徳
心
を
持
つ

よ
う
に
助
力
す
る

⑤
あ
な
た
自
身
が
模
範
と
な
り
、

例
と
な
る

⑥
子
ど
も
が
仲
間
か
ら
圧
力
を
受

け
て
も
支
え
て
あ
げ
る

⑦
家
庭
内
の
ル
ー
ル
を
決
め
る

③
健
康
的
で
創
造
的
な
活
動
を
奨

励
す
る

⑨
他
の
親
た
ち
と
協
力
す
る

⑩
子
ど
も
に
問
題
の
あ
る
場
合
の

対
処
法
を
知
る

覚
せ
い
剤
等
薬
物
に
関
す
る
相

談
は
早
め
に
遠
慮
な
く
ど
う
ぞ

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

高
森
警
察
署
　
生
活
安
全
係

ＴＥＬ
２

・
０
１
１
０

警
察
本
部
覚
せ
い
剤
相
談
電
話

■
０
９
６

・
３
８
４

・
４
４
４
４

熊
本
県
で
は
、次
の
要
領
で
警
察

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
警
察
官
Ｂ

□
受
験
資
格
　
昭
和
４６
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
５６
年
４
月
１
日
生
の

男
性
で
、
４
年
生
大
学
卒
業
（見
込
）

以
外
の
方

□
試

験

日
　
１０
月
Ｈ
日
（日
）

□
試

験

地

熊
本
市
、
八
代
市
、本
渡
市

（本
県
以
外
、警
視
庁
、大
阪
府
警
等

九
都
府
県
の
試
験
も
同
時
に
行
い

ま
す
。
）

▼
婦
人
警
察
官

□
受
験
資
格
　
昭
和
４６
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
５６
年
４
月
１
日
生
の

女
性
　
（学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

□
試

験

日
　
１０
月
Ｈ
日
（日
）

□
試

験

地

熊
本
市
、
八
代
市
、本
渡
市

▼
警
察
事
務

□
受
験
資
格
　
昭
和
５２
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
５６
年
４
月
１
日
生
の

方
（性
別
、学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

□
試

験

日
　
９
月
２７
日
（日
）

□
試

験

地

熊
本
市
、
八
代
市
、本
渡
市

試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
や

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

高
森
警
察
署
　
ＴＥＬ
２

・
０
１
１
０

差
ロ韓親善にと草部チーム

高森少年剣遺らラブ親子奉仕作業

～高森駅線路,特:)に■秦植えました
～

高森少年剣道クラプの親子33名が6月 17日の夕方、南阿
蘇鉄道の高森駅の線路沿いに日々草やコスモスの首を植え
ました。花壇となつたところは.石ころや雑草が多く、親も
子どもたちも汗だくになりながらもていねいに植えました
ので、是非、散歩しながらでもご覧下さい。
クラブは、年間を通して高森小体育館で週4回の練習を
行っています。昨年は、28試合に出場し、団体優勝10回、準
優勝3回や個人でも優勝12回など好成績を残しました。今
年は6回出場中5度の団体優勝を成し遂げています。
剣道大会での成績はさることながら、日頃のボランティ
ア活動などの心の鍛錬も行われています。

まちや学校・園などの楽しい話題や催しの情報。報告をお寄せください。(広報たかもり)

あ
な
た
は
、健
康
づ
く
り
に
何
か
や
っ
て
い
ま
す
か
？

横
町
の
音
若
い
人
た
ち
六
人
衆
が
、
や
っ
て
い
る
の
は
ラ

ジ
オ
体
操
。夏
休
み
の
こ
の
時
期
に
は
、子
ど
も
た
ち
も

よ
く
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
々
は
年
中
ほ
と
ん
ど
か

か
す
こ
と
な
く
十
年
間
、六
時
半
過
ぎ
に
集
合
し
て
、約

一
時
間
の
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
後
、準
備
運
動
か
ら
第

一
か
ら

第
二
体
操
ま
で
の
約
十
五
分
間
み
っ
ち
り
と
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
約

一
時
間
四
十
五
分
の
お
か
げ
で
高
血
圧
の

薬
を
も
ら
い
に
行
く
以
外
は
病
院
へ
行
く
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
の
こ
と
で
す
。老
人
会
で
の
旅
行
も
運
動
会

も
こ
の
六
人
衆
は
元
気
よ
く
参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

一
時
間
の
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
で
は
、政
治
、経
済
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
ま
で
あ
ら
ゆ
る
話
題
が
飛
び
交
う
そ
う
で
す
。
こ

の
六
人
衆
に
は
「ぼ
け
る
」と
い
う
言
葉
は
無
縁
の
よ
う

で
す
。ま
た
、
「こ
う
し
て
毎
日
楽
し
く
こ
れ
る
の
は
、家

族
に
理
解
が
あ
る
か
ら
で
す
。」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
若
々
し
い
美
貌
の
女
性
た
ち
で
し
た
。

●  ●

●  ●

胸 骨下 部の凹み 邸

●    |

しヽ コ 1

11  11

像

意識がなかつたら

もしあなたなら

(ttuo)rEB)
Ooo+&[E< 6"

どうしますか・・・

おぼえよう

応急手当

ご
苦
労
さ
ん
で
し
た

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

ん(人工呼吸)

① 頭部後屈おとがい部挙
上のの ち、鼻 をつ まし。

(2'大 きく口を開けて、傷
病者の口を覆い、息を吹

き込む。 1回の吹き込み
は 1～ 15秒 かけ る。

③  吹 き込みが終 つたら、
口 と鼻 をつ まんだ指 をは

な し、傷病者のは き出す

息 と胸腹部の動 きをみ る。

(心肺 そ生法)

0心臓マッサージのしかた
圧迫部位と手のおき方

① 圧迫部位を確認する。

口の中の粘液等を

ふきとる。

＼

口の中に何かつまっ

ていたら取りのぞく。
/ノ

(うノ 頭 部後属
お と が ヽヽ 部 挙 上 法

鼻色

気螢 ■ ■

綺
②  圧迫部位に手をおき、
もう一方の手を重ねる。

③ 垂直に圧迫する。(肘は
曲げない)

l

意 識 を失 うと舌が

おち込み息がで きな

おとがい部を持ち上げる

ようにしながら頭を後ろ
へそらせて、のとを開い

0初めt12“ |の人l:呼吸を1,

t,組 tヽで心蔵″ サーンを毎

分80111カ・ら1∞|!,(・ らいのソズ

ムイ15i11′夫施叩:び旭 i中及

を21111′ い、これを燥り返t謳気　　′飼
(14)(7)

消防なんでも南部分署

9月 9日は救急の日です

呼吸も脈もがなかつたら呼吸がなかつたら意識がなかつたら

ノ

オ|‐‐
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口



′ 0
この社会 あなたの務雄 きてιlる

階誦

財
産
を
相
続
し
た
と
き

領
収
書
や

契
約
書
と
印
紙
税

財
産
を
相
続
や
遺
贈

（遺
言
に

よ
っ
て
財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ
っ

て
も
ら
っ
た
場
合
に
は
、相
続
税
が

か
か
り
ま
す
。

相
続
税
は
、遺
産
の
総
額
か
ら
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
債
務
や
葬
式
費

用
な
ど
を
差
し
引
い
た
「正
味
の
遺

産
額
」
が
、
基
礎
控
除
額
を
超
え
る

場
合
に
、そ
の
超
え
る
額
に
対
し
て

課
税
さ
れ
ま
す
。

基
礎
控
除
額
は
、
五
千
万
円
と
、

一
千
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を

掛
け
た
金
額
と
の
合
計
額
で
す
。例

え
ば
、
法
定
相
続
人
が
、
妻
と
子
ど

も
二
人
の
合
計
三
人
の
場
合
、基
礎

控
除
額
は
、
五
千
万
円
と
、
一
千
万

円
×
三
人
の
合
計
八
千
万
円
と
な

り
ま
す
の
で
正
味
の
遺
産
額
が
八

千
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば
、相
続
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

印
紙
税
や

相
続
税

に
つ

い
て
お
分
か

り

に
く

い
こ

と
が
あ
り
ま

し

た

ら

、
お

気
軽

に
阿
蘇

税
務
署
ま

で

お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

ＴＥＬ

０
９
６

７

・２
２

・０

５
５
１

八
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（四
期
）
・
固
定
資
産
税

（二
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限

（八
月
二
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

色
々
な
文
書
を
作
成
し
た
り
、受
け

取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文
書
の
中
に
は
、印

紙
税
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
が
か
か
る
文
書
は
、金
銭

借
用
証
書
、
不
動
産
売
買
契
約
書
、

工
事
請
負
契
約
書
な
ど
の
契
約
書

の
ほ
か
、約
束
手
形
、領
収
書
、金
銭

の
受
取
通
帳
な
ど
、
二
十
種
類
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

印
紙
税
は
、印
紙
税
の
か
か
る
文

書
を
作
成
し
た
人
が
、定
め
ら
れ
た

金
額
の
収
入
印
紙
を
そ
の
文
書
に

貼
り
付
け
こ
れ
に
消
印
を
し
て
納

め
る
税
金
で
す
。

文
書
を
作
成
す
る
と
き
は
、次
の

こ
と
に
留
意
し
、間
違
い
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、覚
書
、念
書
、差
入
証
な
ど
は
、印

紙
税
法
上
の
契
約
書
に
な
り
ま
す
。

二
、申
込
書
、注
文
書
、依
頼
書
な
ど

の
文
書
で
も
印
紙
税
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

三
、仮
契
約
書
や
予
約
契
約
書
及
び

仮
領
収
書
に
も
印
紙
税
が
か
か
り

ま
す
。

四
、
レ
ジ
ス
タ
ー
か
ら
打
ち
出
さ
れ

る
レ
シ
ー
ト
に
も
印
紙
税
が
か
か

り
ま
す
。

|‖ FOR‖肝10‖

七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
高
森
町
民
体
育
館
と
体
暇
村
南
阿
蘇
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

南
阿
蘇
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
全
国
都
市
対
抗
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
来
年
の
国
体
の
た
め
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
、
国
体
の
競
技
分
け
と
は
異
な
り
全
国
か
ら
三
十
二
チ
ー

ム

（
一
チ
ー
ム
十
四
名
）
の
参
加
に
よ
り
高
森
と
久
木
野
の
両
会
場
に
分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
言
っ
て
も
受
け
入
れ
や
運
営
な
ど
の
準
備
は
来
年
の
国
体
と
ほ
ぼ
同
じ
体
制
と
規
模
で
行
わ
れ
、

会
場
設
営
等
は
も
ち
ろ
ん
送
迎
用
の
バ
ス
の
手
配
や
受
付
、
接
待
の
要
領
、
駐
車
場
、
環
境
美
化
の
あ
り
方
、
式

典
の
運
び
方
な
ど
細
部
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
何
と
か
無
事
に
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
終

了
で
き
ま
し
た
。

こ
の
リ
ー
ハ
サ
ル
大
会
の
結
果
を
基
に
、
来
年
の
本
大
会
の
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
大
会
で
は
、
老
人
会
や
婦
人
会
等
の
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や

一
般
協
力
者
の
助
け
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
競
技
に
お
い
て
の
、
ボ
ー
ル
パ
ー
サ
等
で
活
躍
し
て
も
ら

っ
た
高
森
高
校
の
百
数
十

名
の
運
動
部
の
生
徒
や
先
生
方
、
開
会
式

・
閉
会
式
に
花
を
添
え
て
く
れ
た
高
森
高
校

・
高
森
中
学
校
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
皆
さ
ん
、久
本
野
か
ら
開
会
式
に
す
ば
ら
し
い
歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
た
久
木
野
小
学
校
の
児
童
た

ち
等
々

・
・

皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
来
年
の
本
大
会
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
、
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
国
体
の
テ
ニ
ス
競
技
は
久
木
野
村
そ
し
て
本
町
で
開

催
さ
れ
る
も
の
で
、
久
本
野
で
は
成
人
男
子
の
部
、
本
町
で
は
成
年
女
子
と
少
年
男
女
の
部
の
競
技
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
今
後
も
久
木
野
村
と
連
携
を
と

っ
て
各
種
の
準
備
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●  ●

●  ●

個
人
事
業
税
の
第

一
期
分

納
期
限
八
月
三
十

一
日

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売

や
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
営
ん
で
お

ら
れ
る
個
人
の
方
が
、
そ
の
所
得

に
応
じ
て
納
め
る
税
金
で
す
。

第

一
期
分
と
し
て
県
事
務
所
か

ら
八
月
の
初
め
に
納
税
通
知
書
が

発
送
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
は
八
月

三
十

一
日
で
す
。
お
近
く
の
銀
行

や
郵
便
局
、
農
協
等

の
金
融
機

関
、
ま
た
は
、
県
事
務
所
税
務
課

の
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
電
気
料
金
や
水
道
料
金

の
よ
う
に
納
税
に
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
座

振
替
を
利
用
さ
れ
た

い
方
は
、
お

気
軽

に
県
事
務
所
税
務
課
、
ま
た

は
金
融
機
関
窓
口
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
の
こ
と
で
お
わ
か

り
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、

熊
本
県
阿
蘇
事
務
所
税
務
課
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
１
１
１
１

開・閉会式に花を添えたブラスバンド

すばらしい歌声を披露した久木野小の児童

毎日たくさんのボランティアにお世話になりました

鶴雪

国民健康保険だ

ホリデードツク (休日を利用した移動

検診車によるにドック)を受けませんか ?・

平成10年9月 23日 (水)秋分の日、開催予定の「がん制圧

くまもと県民の集い&ヘルシーデイ
′
98」 の行事の一環と

してホリデードックが実施されます。

忙しくて遠くまでは行けない。平日は体めない。

そんなあなた、この機会に受診

してみてはいかがですか。

病院等の施設で行われま

検査を専門の検診車が来て

す

行 f
うものです。検査項目は、結核

予防法、老人保健法及び労働安

全衛生法に定められたすべて

の項目を含みます。

■日  日寺 平成 10年 9月 23日 (水)秋分の日
午前 8時 30分から

■場  所 高森町林業総合センター
■費  用
健診料 男性 22,000円 うち 15,400円補助

女性 28,000円 うち 19,600円補助

ただし、消費税は個人負担です。

■募集人員 男性 30人、女性 70人
■検診内容 14項 目
*平成 8～ 10年度において国民健康保険の人間ドック

の利用の方はご遠慮下さい。

詳しくは国民健康保険係まで TEL2-1111(内線 152)

(8)Ｒ
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国保と老人医療は助け含い
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議
決
さ
れ
た
も
の

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
大
字
河
原
地
内
の
大
戸
の
回

・

本
河
原
線
道
路
舗
装
改
良
工
事
、

施
工
延
長
七
九
二
、
五
メ
ー
ト
ル

舗
装
工
五
、
七
三

一
平
方
メ
ー
ト

ル
の
契
約
締
結
及
び
社
倉

・
蔵
地

（
一
工
区
）
線
道
路
改
良
舗
装
工

事
、
施
工
延
長
四
四
〇
メ
ー
ト
ル

舗
装
正
　
三
、
〇

一
七
平
方
メ
ー

ト
ル
の
契
約
締
結
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◇
高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算

防

ヶ
平
地
区
農
道

・
水
路
改
良

工
事
等
に
総
額
四
千
五
百
五
十
三

万
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

が
四
十
九
億

一
千
三
九

一
万
四
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

し
=ヽ

◆
届
け
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
！

国
民
年
金
の
加
入
は
、
第

一
号
被
保
険
者

（自
営
業

・
学
生
な
ど
）

第
二
号
被
保
険
者

（会
社
員

。
公
務
員
）

第
二
号
被
保
険
者

（第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
）
の
三
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
変
更
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

〇
二
十
歳
に
な
っ
た
　
○
就
職

・
退
職

・
転
職

（本
人
、
配
偶
者
い
づ
れ
も
）

○
住
所

・
氏
名
の
変
更
　
○
結
婚
等
で
配
偶
者
の
扶
養
者
と
な
っ
た
と
き

○
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

最
近
、
前
項
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き
は
役
場
国
民
年
金
担
当
ま
で
。

◆
保
険
料

は
便
利
な

口
座
振
替

で
納
め
ま
し

よ
う
―

国
民
年
金
保
険
料
を
、
毎
月
自
分
で
納
め
て
い
る
と
、
つ
い
う
っ
か
り
納

め
忘
れ
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
方
に
回
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
う
え

に
金
融
機
関
に
毎
月
支
払
い
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

申
込
み
手
続
き
は
簡
単
！

預
金
通
帳
、
印
鑑
を
持

っ
て
役
場
の
国
民
年
金

担
当
係
、
ま
た
は
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
日
座
解
約
を
し
な
い

限
り
継
続
さ
れ
る
の
で
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利
用
し
て
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
担
当
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
　
■
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

横
浜
市
四
回
目
の
優
勝

強
豪
大
阪
市
に
逆
転

七
月
二
十
四
日
か
ら
行
わ
れ
た

全
日
本
都
市
対
抗
テ
ニ
ス
大
会
で

は
、
横
浜
市
が
強
豪
大
阪
市
に
接

戦
の
す
え
逆
転
勝
ち
し
、
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

熊
本
選
抜
の
久
木
野
チ
ー
ム
は

三
位
入
賞
を
果
た
し
、
ま
た
、
同
じ

く
高
森
チ
ー
ム
は
コ
ン
ソ
レ

（敗

者
勝
ち
抜
き
）
二
回
戦
で
残
念
な

が
ら
敗
退
い
た
し
ま
し
た
が
、
熱

の
こ
も

っ
た
試
合
展
開
に
、
応
援

に
駆
け
つ
け
た
町
内
の
人
た
ち
は
、

大
い
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
試
合
と
も
接
戦
で
、

「本
格
的
な
テ
ニ
ス
を
直
に
見
る
の

は
初
め
て
。」
と
の
人
た
ち
も
テ
ニ

ス
フ
ア
ン
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

八
月
二
十

一
日
か
ら
は
二
十
三

日
ま
で
は
国
体
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
も

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
会
開
催

（三
級
課
程
）

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
親
戚
、
友
達
、
知
人
、
近
隣
の
人

達
に
囲
ま
れ
て
、
自
己
の
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
豊
か
で
充
実
し
た
生
活

を
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
願
い
を
か
な
え
る
に
は
本
人
、
家

族
の
頑
張
り
だ
け
で
な
く
、
公
的
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
地
域
ぐ

る
み
の
支
援
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
域
ぐ
る
み
の
支
援
を
阿
蘇

郡
内
に
広
め
て
い
く
と
共
に
、
郡
内
の
福
祉
の
現
状
や
福
祉
の
知
識

・
介

護
の
技
術
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
三
級
養
成
講
座
を
阿

蘇
郡
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
で
二
回
目
。

・ ■‐V

●  ●

●  ●

優
勝
準
優
勝

三
位
三
位

コ
ン
ソ
レ

一
位
二
位

横
浜
市
チ
ー
ム

大
阪
市
チ
ー
ム

久
木
野
チ
ー
ム

京
都
市
チ
ー
ム

（敗
者
勝
ち
抜
き
）

広
島
市
チ
ー
ム

松
戸
市
チ
ー
ム

七
月
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で

の
金
曜
日
と
水
曜
日
の
八
回
に
わ

た
り
、高
森
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

等
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。募
集
人
員
五

十
名
に
対
し
郡
内
か
ら
八
十
二
名

も
の
人
が
受
講
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
八
回
の
研
修
す
べ
て
に
熱
心

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

老
人
福
祉
や
障
害
者
福
祉
制
度
、

介
護
概
論
な
ど
の
講
義
と
介
護
技

術
の
実
技
な
ど
が
行
わ
れ
、八
月
下

旬
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
や
、特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
で
の
実
習
も

行
わ
れ
ま
す
。

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
の
実
施

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
、介
護
保
険
制

度
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
行
政
、

地
域
住
民

一
体
と
な

っ
た
住
民
福

祉
に
今
回
受
講
さ
れ
た
方
々
も

一

緒
に
な
リ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

受
講
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
今
後
の

ご
協
力
を
期
待
し
ま
す
。

開会式前にくつろぐ選手たちボールバーソンとして活躍した高森高校生たち

高森チームでがんばつてくれた

米村蕗子 (左 )、 米村知子選手

一
九
九
九
　
く
ま
も
と
未
来
国
体

試
　
０
口
　
結
　
果

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

(12)

熱戦に満足の観客

(9)
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子
ど
も
た
ち
の

す
ば
ら
し
い

ヽ
と
身
体
を

育
む
た
め
に

家 庭 教 育高森町 家庭教育請演会高森町 家庭教育請演会

本
町
で
は

「ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
、
家
庭
教
育

の
大
切
さ
を
う
っ
た
え
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

七
月
四
日
土
曜
日
の
午
後

一
時
半
か
ら
、
今
年
も
町
の
児
童
福
祉
と
教

育
面
が

一
体
と
な
り
、
町
立
保
育
園
五
園
、
高
森
保
育
園
、
高
森
幼
稚
園

合
同
企
画
に
よ
り
家
庭
教
育
講
演
会
を
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
国
碁
を
通
し
て
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
教
育
を
訴
え
、
全
国
に
囲

碁
の
普
及
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
日
本
棋
院
所
属
の
安
田
泰
敏
先
生
を

講
師
に
迎
え

「心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
～
ち
び
っ
こ
と
の
囲
碁
遊
び
を
通
じ

て
～
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
請
演
で
は
、
最
初
の
二
十
分
は
ち
び
っ
子
と
同
様
に
簡
単
な
囲

碁
遊
び
で
参
加
者
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
講
話
で
は
自
分
の
経
験
を
も
と

に
、
い
か
に
ち
び
つ
子
た
ち
に
何
か
興
味
を
持
た
せ
る
も
の
見
つ
け
さ
せ

る
か
を
話
さ
れ
ま
し
た

Famiv
4ヽoral
Education

何
か
集
中

で
き
る
も

の
を

持
た
せ
よ
う

私
が
囲
碁
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、
小
学
五
年
生
の

時
、
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
っ
て
運
動
が

で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。そ
れ

ま
で
は
野
球
の
選
手
に
な
り
た
い

夢
が
あ
っ
た
の
で
す
が
走
れ
な
く

な
り
そ
の
夢
も
だ
め
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
お
じ
い
さ
ん
か
ら
囲
碁

を
や
っ
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
、相

手
を
す
る
と

一
日
三
十
円
の
小
遣

が
も
ら
え
、小
遣
い
ほ
し
さ
に
や
っ

て
い
ま
し
た
が
や
っ
て
い
る
う
ち

に
面
白
く
な

っ
て
囲
碁
が
好
き
に

な
り
、そ
し
て
中
学
二
年
生
の
時

一

人
で
福
岡
か
ら
東
京

へ
行

っ
て
院

生
と
い
う
プ

ロ
の
た
ま
ご
養
成
所

に
運
良
く
入
れ
ま
し
た
。

私
は
、中
学
校
ま
で
し
か
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。な
ぜ
か
と
い
う
と
目
標

が
中
学
生
の
時
、既
に
囲
碁
で
生
き

る
と
い
う
目
標
が
あ

っ
た
か
ら
で

す
。学
校
で
は
紙
切
れ

一
枚
の
テ
ス

ト
の
結
果
で
人
間
の
善
し
悪
し
が

決
め
ら
れ
る
こ
と
が
ば
か
ば
か
し

い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。あ
る

時
、成
績
優
秀
な
人
と
テ
ス
ト
で
勝

負
を
と
望
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
彼
に
は
負
け
な
い
と

言
う
自
信
が
私
に
は
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
相
手
は
嫌
々
勉
強
を

し
て
い
た
よ
う
で
し
た
か
ら
、
こ
ち

ら
は
ゲ
ー
ム
と
し
て
勝
負
を
し
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
た
ま
た
ま
勝

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
る
気
に

な
る
か
な
れ
な
い
か
の
問
題
で
す
。

テ
レ
ビ
で
中
学
生

の
自
殺
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
き
事
故
死
と

の
報
道
で
自
殺
し
た
子
を
事
故
死

し
た
か
の
よ
う
な
報
道
が
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
見
た
と
き
何
か
を
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。自
殺
し
た
子
は
、
「お
父
さ

ん
、お
母
さ
ん
話
が
で
き
な
く
ご
め

ん
な
さ
い
。」
と
子
ど
も
は
訴
え
て

い
る
よ
う
で
し
た
。親
と
子
が
い
っ

し
ょ
に
な

っ
て
会
話
し
遊
べ
る
も

の
は
な
い
か
と
思
い
囲
碁
遊
び
を

は
じ
め
て
み
ま
し
た
。

あ
る
幼
稚
園
で
孤
立
し
て
い
た

子
が
い
ま
し
た
が
、
こ
の
子
が
囲
碁

遊
び
を
通
し
て
自
信
を
つ
け
、
そ
の

後
は
リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
て
い
き
ま

し
た
。
求
め
ら
れ
る
、
や
る
こ
と
を

与
え
て
あ
げ
れ
ば
生
き
生
き
と
し

て
く
る
の
で
す
。

自
閉
症
の
子
ど
も
な
ど
は
心
が

ど
ん
ど
ん
逃
げ
て
い
っ
て
誰
も
信

じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
と
を
思
っ
て
い
て
も
、

何
だ
こ
う
な
ん
だ
と
教
え
る
こ
と

よ
り
同
じ
目
線
で
同
じ
人
間
と
し

て
支
え
合

っ
て
い
く
の
が
大
事
な

の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
各
地
の
講
演

や
指
導
の
中
で
子
ど
も
た
ち
か
ら

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
の
い
じ
め
は
喧
嘩
す
る
の
で

は
な
く
ほ
た

っ
て
い
る
の
が
多
く

直
接
ぶ
つ
か
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多

く
、も

っ
と
も

っ
と
頑
張
れ
と
、
子

ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
た

い
な
と
思
い
囲
碁
の
普
及
活
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

Ｌ
界
に
は
い
ろ
ん
な
す
ば
ら
し

い
人
が
い
ま
す
。
日
本
は
平
和
で
、

世
界
の
多
く
の
国
が
平
和
で
な
い

こ
と
を
知
っ
て
下
さ
い
。今
か
ら
の

子
ど
も
は
日
本
だ
け
よ
け
れ
ば
い

い
と
い
う
の
で
は
だ
め
だ
と
思
い

ま
す
。世
界
の
人
と
ふ
れ
あ
っ
て
く

だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
子
ど
も
と

一
緒
に

な

っ
て
遊
ん
で
下
さ
い
。

●  ●

(10)

●  ●
元
気
に
楽

ク
ラ
ブ
演
芸
大
会

し

く

六
月
二
十
七
日

（土
）
、
高
森
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（会
長
岩
下
信
夫

氏
）
主
催
に
よ
る
恒
例
の
老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
が
今
年
も
高
森
中
学
校

体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
出
演
者
と
観
客
が

一
体
と
な

っ
た
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
は
十
九
団
体
、
千
百
五
十
三
名
。
日
々
励
ま

し
合
い
、
助
け
合

っ
て
様
々
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
国

体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

（七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
）
な
ど
で
も
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
と
し
て
多
数
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
芸
大
会
で
は
練
習
の
成
果
を
お
も
い
存
分
発
揮
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
代

表
と
し
て
歌
や
踊
り
な
ど
に
元
気
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
う
ん
十
年
前
の
気
持
ち
で
綺
麗

に
着
飾

っ
た
美
男
、
美
女
た
ち
に
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
大
き
な
拍
手

と
歓
声
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
、
私
た
ち
人
生
の
後
輩
達
を
ご
指
導
く

だ
さ
い
。
高
齢
化
社
会
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
で
す
。
お
年
寄

り
が
元
気
に
明
る
く
暮
ら
せ
る
こ
と
が

「や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
は

欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
若
い
人
も
お
年
寄
り
も
自
分
の
役
目
を

し
っ
か
り
と
か
み
し
め
な
が
ら
、
相
手
の
立
場
に
思
い
や
り
を
も
ち
た
い

も

の
で
す
。

評のシルバーファッンヨンショー

青年に戻つてダンス

(11)

名調子の司会
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